
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
五
日 

 

於
エ
ル
・
お
お
さ
か 

 

公
益
社
団
法
人 

日
本
河
川
協
会
主
催 

大
阪
の
河
川
を
愛
す
る
会
共
催 

第
一
九
八
回 
河
川
文
化
を
語
る
会 

 
 

豊
臣
秀
吉
・
大
坂
城
・
大
坂
の
陣
と
河
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
城
天
守
閣 

館
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北 

川 
 

央 

 

１ 

淀
川
と
大
和
川 

２ 

大
坂
城
の
立
地 

３ 

豊
臣
秀
吉
の
淀
川
改
修
事
業 

４ 

豊
臣
秀
吉
の
事
績
と
出
自 

５ 

大
坂
冬
の
陣 

淀
川
の
水
を
め
ぐ
る
攻
防
戦 

６ 

大
坂
の
陣 

分
裂
す
る
村
落 

 

（
史
料
１
）『
信
長
公
記
』 

抑
も
大
坂
は
凡
そ
日
本
一
の
境
地
な
り
。
其
子
細
は
、
奈
良
・
堺
・
京
都
に
程
近

く
、
殊
更
に
淀
・
鳥
羽
よ
り
大
坂
城
戸
口
ま
で
舟
の
通
ひ
直
に
し
て
、
四
方
に
節

所
を
抱
へ
、
北
は
賀
茂
川
・
白
川
・
桂
川
・
淀
・
宇
治
川
の
大
河
の
流
れ
幾
重
共

な
く
、
二
里
・
三
里
の
内
、
中
津
川
・
吹
田
川
・
江
口
川
・
神
崎
川
引
廻
は
し
、

東
南
は
尼
上
が
嵩
・
立
田
山
・
生
駒
山
・
飯
盛
山
の
遠
山
の
景
気
を
見
送
り
、
麓

は
道
明
寺
川
・
大
和
川
の
流
に
新
ひ
ら
き
の
淵
、
立
田
の
谷
水
流
れ
合
ひ
、
大
坂

の
腰
ま
で
三
里
・
四
里
の
間
、
江
と
川
と
つ
ヾ
い
て
渺
々
と
引
き
ま
は
し
西
は
滄

海
漫
々
と
し
て
、
日
本
の
地
は
申
す
に
及
ば
ず
、
唐
土
・
高
麗
・
南
蛮
の
舟
海
上

に
出
入
り
、
五
畿
七
道
集
り
て
売
買
利
潤
富
貴
の
湊
な
り
。
隣
国
の
門
家
馳
せ
集

ま
り
、
加
賀
国
よ
り
城
作
を
召
し
寄
せ
、
方
八
町
に
相
構
へ
、
真
中
に
高
き
地
形

あ
り
。
爰
に
一
派
水
上
の
御
堂
を
こ
う
〱
と
建
立
し
、
前
に
は
池
水
を
湛
へ
、
一

蓮
託
生
の
蓮
を
生
じ
、
後
に
は
誓
ひ
の
舟
う
か
べ
、
仏
前
に
光
明
を
輝
や
か
し
、

利
剣
即
ち
是
の
名
号
は
、
煩
悩
賊
の
治
め
、
怨
敵
仏
法
繁
昌
の
霊
地
に
在
家
を
立

て
、
甍
を
並
べ
、
軒
を
継
ぎ
、
福
祐
の
煙
、
厚
〱
と
遍
す
。
此
の
法
を
尊
み
、
遠

国
波
島
よ
り
、
日
夜
朝
暮
、
仏
詣
の
輩
、
道
に
絶
え
ず
、 

 

（
史
料
２
）『
柴
田
退
治
記
』 

秀
吉
は
摂
津
の
国
大
坂
に
お
い
て
城
郭
を
定
む
。
か
の
地
は
五
畿
内
の
中
央
に
し

て
、
東
は
大
和
、
西
は
摂
津
、
南
は
和
泉
、
北
は
山
城
。
四
方
広
大
に
し
て
、
中

に
巍
然

ぎ

ぜ

ん

た
る
山
岳
な
り
。
麓
を
廻
る
大
河
は
淀
川
の
末
、
大
和
川
流
れ
合
ひ
て
、

其
の
水
即
ち
海
に
入
る
。
大
船
小
船
、
日
々
岸
に
着
く
事
、
数
千
万
艘そ

う

と
云
ふ
事

を
知
ら
ず
。
平
安
城
へ
は
十
余
里
、
南
方
は
平
陸
に
し
て
、
天
王
寺
・
住
吉
・
堺
津

さ
か
い
の
つ

へ
三
里
余
り
、
皆
、
町
・
店
屋
・
辻
小
路
を
立
て
続
け
、
大
坂
の
山
下
と
な
る
な

り
。
五
畿
内
を
以
て
外
構
へ
と
な
し
、
か
の
地
の
城
主
を
以
て
警
固
と
な
す
も
の

な
り
。
故
に
、
大
和
に
は
筒
井
順
慶
、
和
泉
に
は
中
村
孫
平
次
、
摂
州
に
は
三
好

孫
七
郎
秀
次
、
茨
木

い
ば
ら
き

に
は
中
川
藤
兵
衛
秀
政
、
山
城
の
槇
島

ま
き
の
し
ま

に
は
一
柳
市
介

ひ
と
つ
や
な
ぎ
い
ち
す
け

直
末
、
洛
中
洛
外
を
成
敗
す
る
と
こ
ろ
は
半
夢
斎
玄
以

げ

ん

い

な
り
。
若
年
よ
り
知
恵
深

く
し
て
、
私
曲
無
し
。
秀
吉
こ
れ
を
知
る
に
依
つ
て
、
奉
行
に
定
む
る
も
の
な
り
。

若
し
又
、
法
度
の
外
、
理
非
を
決
断
せ
ざ
る
事
こ
れ
あ
ら
ば
、
則
ち
、
秀
吉
糺
明

す
る
も
の
な
り
。
唯
今
な
す
と
こ
ろ
の
大
坂
の
普
請
は
、
先
づ
、
天
守
の
土
台
な

り
。
其
の
高
さ
莫
大
に
し
て
、
四
方
八
角
、
白
壁
翠
屏
の
如
し
。
良
匠
縄
墨
を
以

て
、
斧
斤
を
運め

ぐ

ら
す
と
雖
も
、
焉こ

れ

に
過
ぎ
ず
。
三
十
余
か
国
の
人
数
、
近
国
遠
郷

に
打
ち
散
じ
、
陸
地
舟
路
よ
り
、
大
石
小
石
集
め
来
た
る
も
の
、
群
蟻
の

垤
あ
り
づ
か

に

入
る
に
似
た
り
。
寔

ま
こ
と

に
古
今
奇
絶
の
大
功
な
り
。
皆
人
、
耳
目
を
驚
か
す
の
み
。

諸
国
城
持

し
ろ
も
ち

の
衆
、
大
名
・
小
名
、

悉
こ
と
ご
と

く
大
坂
に
あ
り
。
人
々
、
築
地

つ

い

じ

を
構
へ
、

簷の
き

を
連
ね
、
門
戸
を
双な

ら

ぶ
る
事
、
奇
麗
荘
厳
を
尽
く
す
も
の
な
り
。
此
の
先
、
権

を
争
ひ
、
威
を
妬
む

輩
と
も
が
ら

、
意
の
如
く
退
治
せ
し
め
、
秀
吉
一
人
の
天
下
と
な
る

事
、
快
な
る
か
な
。
こ
れ
、
併
し
な
が
ら
、
武
勇
智
計
の
致
す
と
こ
ろ
な
り
。
寔

ま
こ
と

に
国
家
太
平
、
此
の
時
な
り
。
仍
つ
て
、

忝
か
た
じ
け
な

く
も
、
今
上
皇
帝
叡
感
斜

な
な
め

な
ら

ず
、
こ
れ
が
た
め
に
、
朝
日
を
早
く
し
給
は
ざ
る
な
し
。
摂
家
清
華

せ

っ

け

せ

い

か

を
始
め
、
諸

卿
百
官
并

な
ら
び

に
三
管
領

か
ん
れ
い

、
四
職
、
其
の
外
、
所
々
の
国
司
、
各

お
の
お
の

来
往
し
て
随
逐

ず
い
ち
く

せ

ざ
る
の
人
な
し
。
風
雅
の
興
・
茶
の
湯
の
会
、
日
日
の
楽
遊
、
枚
挙
に
遑

い
と
ま

あ
ら
ず
。

弥
い
よ
い
よ

政
道
を
専
ら
に
し
、
人
民
を
撫
育
す
る
に
お
い
て
は
、
千
秋

せ

ん

す

長
久
の
濫
觴

ら
ん
し
ょ
う

に

非
ず
や
。
至
祝
万
幸
。 

 

（
史
料
３
）
文
禄
四
年
付
六
月
九
日
付 

豊
臣
秀
次
宛 

豊
臣
秀
吉
朱
印
状 

芳
札
并
生
駒
内
膳
被
差
越
候
、
誠
懇
意
令
祝
着
候
、
此
辺
大
水
ニ
て
八
ケ
所
堤
切

無
正
躰
候
、
然
者
爰
許
為
見
廻
可
有
下
向
之
由
書
状
相
見
候
へ
と
も
右
之
姿
に
て

候
条
無
用
候
、
近
日
至
而
伏
見
期
面
之
時
候
、
恐
々
謹
言 

 

六
月
九
日 

秀
吉
（
朱
印
） 

 

（
史
料
４
）『
言
経
卿
記
』
文
禄
四
年
六
月
七
日
条 

 

七
日
、
戊
申
、
雨
、
洪
水
、
大
雨
、 

一
、
与
八
ヨ
リ
知
人
―
絶
死
気
付
薬
所
望
、
一
包
遣
了
、
次
四
条
殿
罷
向
了
、
次

洪
水
見
物
ニ
罷
出
之
處
ニ
、
路
次
ニ
テ
与
八
知
人
―
所
へ
呼
之
間
罷
向
了
、
診
脉

了
、 

 

（
史
料
５
）『
当
代
記
』
慶
長
元
年
二
月
条 

慶
長
元
年
丙
申
、
伏
見
御
普
請
と
し
て
、
二
月
諸
國
衆
上
、
河
内
國
堤
関
東
衆
築

レ

之
、 

 

（
史
料
６
）『
家
忠
日
記
追
加
』
慶
長
元
年
正
月
十
六
日
条 

慶
長
元
年
、
丙
申
、
正
月
十
六
日
、
伏
見
ノ
城
ヲ
修
ス
ル
時
、
河
内
堤
ハ
東
國
ノ

人
夫
是
ヲ
築
ク
。 

 

（
史
料
７
）『
武
徳
編
年
集
成
』
慶
長
元
年
正
月
条 

慶
長
元
丙
申
年
正
月
、
小
。
中
旬
、
秀
吉
、
東
國
ノ
諸
侯
ニ
命
シ
、
河
内
堤
ヲ
築

カ
シ
メ
ラ
ル
ト
云
々
。 

 

（
史
料
８
）
文
禄
五
年
六
月
十
三
日
付 

 

安
国
寺
恵
瓊
・
福
原
広
俊
連
署
状 

 
 

摂
州
堤
町
場
過
上
分
付
立 

壹
萬
五
千
貳
百
八
拾
壹
間
之
中 

 
 

但
の
ひ
こ
之
究
候
町
場
也 

 

右
之
内 

 

四
千
間
於
二

山
崎
一

吉
川
殿
御
仕
候 

 
 

但
千
六
百
四
十
七
間
之
過
上
也 

 
 

以
上 

 
 
 

六
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
國
寺
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
式
少
判 



 
（
史
料
９
）
文
禄
五
年
六
月
十
二
日
付 

吉
川
広
家
宛 

安
国
寺
恵
瓊
・
福
原
広
俊
連
署
状 

摂
州
堤
千
六
百
間
御
過
上
之
分
被
二

仰
付
一

、
可
レ

有
二

御
馳
走
一

之
旨
、
即
遂
二

披
露

一

候
。
御
太
儀
之
段
被
レ

成
二

御
祝
着
一

候
由
、
自
二

両
人
一

能
々
可
レ

申
之
御
意
候
。

猶
桂
左
へ
令
二

演
説
一

候
。 

恐
惶
謹
言 

 
 
 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

恵
瓊 

判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
俊 

判 

 
 
 

廣
家
様 

 
 
 
 
 

人
々
御
中 

 

（
史
料
１０
）
文
禄
五
年
八
月
十
日
付 

吉
川
広
家
宛 
増
田
長
盛
書
状 

如
レ

仰
今
度
之
大
地
震
、
大
風
雨
打
続
、
無
二

正
躰
一

候
。
就
レ

其
堤
御
普
請
之
儀
、

無
二

御
油
断
一

之
由
尤
存
候
。
将
又
鉄
百
駄
被
レ

懸
二

御
意
一

候
。
御
懇
意
之
至
難
二

申

盡
一

候
。
委
曲
御
使
者
へ
申
渡
候
間
、
不
レ

能
二

巨
細
一

候
。
恐
惶
謹
言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増 

右 

 
 

八
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
盛 

判 

 

廣
家
様 

 
 
 

御 

報 

 

（
史
料
１１
）「
吉
川
家
譜
」
慶
長
元
年
二
月
条 

慶
長
元
年
丙
申
二
月
、
秀
吉
ヨ
リ
輝
元
公
・
隆
景
公
・
廣
家
公
ヘ
大
坂
ヨ
リ
伏
見

迄
、
左
右
ノ
堤
経
営
ヲ
命
セ
ラ
ル
。
廣
家
公
自
身
勤
玉
ヒ
、
普
請
奉
行
ニ
ハ
松
岡

安
右
衛
門
・
二
宮
兵
介
ヲ
差
出
サ
ル
。 

 

（
史
料
１２
）『
駒
井
日
記
』
文
禄
二
年
十
二
月
二
日
条 

一
尾
州
国
中
八
郡 

大
閤
様
御
奉
行
被
遣
、
并
関
白
様
御
添
上
使
被
遣
書
立 

 
 

一
海
東
郡 

太
閤
様
御
奉
行

木
下
与
右
衛
門

（

延

重

） 
 
 

関
白
様
御
奉
行

桑
原
勝
太

（
勝
太
郎
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

瀧
川
彦
次
郎 

 
  

一
智
多
郡 

 
 
 
 

竹
中
源
介

（
隆
重
） 

 
 
 
 
 
 
 

国
友
久
佐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
久
間
甚
四
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

一
関
白
様
被
遣
候
八
人
之
衆
ニ

一
紙
申
付
覚 

 
 
 
 

一
今
度
尾
州
八
郡
之
内
御
奉
行
罷
越
候
付
而
、
勿
論
自
賄
可
仕
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

一
大
閤
様
御
前
ニ

而
尾
州
国
中
御
置
目
等
覚
書
山
橘
内

（
山
中
長
俊
）

越
写 

 
 
 
 

一
為
郡
奉
行
御
上
使
被
遣
事 

 
 
 
 

一
在
々
荒
地
子
細
言
上
候
事 

 
 
 
 

一
夫
役
三
年
御
免
許
事 

 
 
 
 

一
正
月
十
五
日
中
惣
国
罷
出
、
堤
普
請
之
事 

 
 
 
 
 
 

付
飯
米
可
被
下 

事 

 
 
 
 

一
上
使
自
賄
た
る
へ
く
候
、
然
間
御
扶
持
馬
飼
被
下
候
事 

 
 
 
 

一
代
物
十
貫
文
宛
被
遣
候
、
於
在
々
百
姓
ニ

餅
酒
可
被
下 

事 

 
 
 
 

一
地
下
人
迷
惑
之
儀
、
一
々
可
申
上
候
、
上
様
御
生
国
候
間
、
別
而
不

便
ニ

被
思
召
候
事 

 
 
 
 

一
奉
公
人
ニ

罷
出
者
事 

 
 
 
 

一
三
年
之
間 

上
様
御
代
官
被
成
候
て
、
諸
給
人
役
儀
も
半
役
ニ

可
被 

仰
付
事 

 
 
 
 

一
陰
陽
師
共
在
々
江
可
被
遣
事 

 

（
史
料
１３
）『
駒
井
日
記
』
文
禄
二
年
十
二
月
十
四
日
条 

一
大
閤
様
午
刻
よ
り
大
坂
江
御
舩
ニ

而
被
成 

還
御 

一
尾
州
之
御
帳
面
御
条
数
彼
是
民
部
法
印
を
以
、
重
而
被 

仰
出 

（
中
略
） 

一
高
頭
之
知
行
取
者
、
来
年
正
月
よ
り
在
尾
州
仕
、
堤
之
際
ニ

小
屋
を
か
け
有
之
ハ
、

堤
之
普
請
可
仕
候
事 

一
百
姓
も
正
月
よ
り
其
月
中
ニ

堤
つ
く
へ
し
、
割
符
を
請
取
、
情
を
出
し
普
請
可
仕
、

則
百
姓
ニ
ハ
兵
粮
を
可
被
下 

事 

一
清
須
之
町
江
在
々
よ
り
越
候
而
、
居
住
百
姓
共
相
改
、
前
々
在
所
江
還
住
可
仕

事 

一
尾
州
之
百
姓
小
者
ニ

成
候
而
、
方
々
ニ

有
之
分
相
改
、
本
之
在
所
へ
可
召
返
事 

一
荒
地
分
お
こ
し
候
百
姓
ニ

、
其
年
之
物
成
一
円
ニ

可
被
下
、
然
上
毛
付
分
を
悪
敷

作
成
候
ハ
ゝ
可
為
曲
事
事 

一
百
姓
親
子
并
親
類
家
一
ニ

二
世
帯
不
可
住
、
別
々
ニ

家
を
作
可
有
之
事 

一
算
置
共
ハ
荒
地
之
在
所
江
こ
さ
セ
、
荒
地
を
お
こ
し
、
其
物
成
其
年
一
年
之
分

を
一
円
に
被
下
、
翌
年
よ
り
ハ
如
置
目
、
年
貢
可
致
執
沙
汰
事 

（
以
下
略
） 

 

（
史
料
１４
）『
駒
井
日
記
』
文
禄
三
年
三
月
十
一
日
条 

三
位
法
印

（

三

好

吉

房

）

様
江
為 
御
諚
申
遣
書
状
案
文 

一
為 

御
諚
致
言
上
候
、
仍
尾
州
荒
地
分
ニ

被
遣
候
所
々
陰
陽
師
之
事
、
時
分
柄

御
座
候
、
所
々
よ
り
罷
下
候
陰
陽
師
共
ニ

尾
州
荒
地
被
□
御
覧
被
成
御
割
符
、

陰
陽
師
在
々
へ
被
遣
候
得
与 
上
意
候
、
然
間
荒
地
之
所
々
大
破
小
破
之
所

被
聞
召
届
、
其
内
過
半
者
清
須
近
之
荒
地
、
又
者 

 

大
閤
様
御
成
之
刻

切
々
被
成 

御
覧
候
所
へ
、
専
ニ

陰
陽
師
被
遣
候
へ
と
被
仰
候
、
左
様
之
段
能

様
可
被
成
御
計
候
間
、
京
都
・
堺
・
大
坂
右
三
ヶ
所
之
分
者
民
部
法
印
江
被

成
御
尋
候
処
、
如
此
由
、
以
書
付
被
申
上
候 

 
 

一
百
九
人 

 
 
 
 

京
之
陰
陽
師 

 
 

一
拾
人 

 
 
 
 
 

堺
南
北
よ
り 

 
 

一
八
人 

 
 
 
 
 

大
坂
よ
り 

 
 
 
 

合
百
弐
拾
七
人 

右
之
通
は
や
其
地
江
被
下
、
御
請
取
被
成
由
被
聞
召
候
、
左
様
ニ

御
座
候
哉
、

何
茂
所
々
国
々
よ
り
其
地
江
罷
下
、
被
成
御
請
取
候
、
陰
陽
師
悉
荒
地
江
御

割
符
可
被
成
旨 

上
意
候
、今
度
堤
普
請
惣
奉
行
と
し
て
徳
永
法
印
已
下
被

仰
付
候
、
左
候
得
者
荒
地
分
之
所
々
徳
永
法
印
可
為
案
内
者
候
間
、
則
徳
永

法
印

（
壽
昌
）

被
為
遂
御
相
談
可
被
成
御
割
符
旨
被 

仰
出
候
、
徳
永
方
江
茂
右
之

趣
三
位
法
印

（

三

好

吉

房

）

様
へ
可
得
御
諚
旨
為 

上
意
申
遣
候
、被
成
其
御
心
得
可
被
仰

付
旨
候
、
猶
以
時
分
柄
之
儀
候
間
、
早
速
陰
陽
師
可
被
成
御
有
付
旨
、
冝
預

御
披
露
候
、
恐
々 

 

三
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駒
井
中
務
少
輔
重
勝 

 
 

三
輪
八
蔵
殿 

 
 

勝
田
六
蔵
殿 

 



（
史
料
１５
）『
言
継
卿
記
』
天
文
二
十
年
正
月
五
日
条 

五
日
、
甲
午
、
天
晴
、
天
一
天
上
、
（
中
略
）
○
自
禁
裏
千
秋
萬
歳
に
可
参
之
由
有
之

間
、
午
時
参
内
、
被
参
之
輩
新
大
納
言
、
予
、
長
松
丸
、
重
保
朝
臣
、
公
遠
、
邦

富
、
源
為
仲
等
也
、
今
日
北
畠
之
千
秋
萬
歳
参
、
曲
舞
和
田
酒
盛
、
次
こ
し
越
、

次
ゆ
り
若
少
等
也
、
次
於
長
橋
局
吸
物
に
て
一
盞
了
、
當
年
始
也
、 

 

（
史
料
１６
）『
信
長
公
記
』
巻
六 

八
月
廿
七
日
、
夜
中
に
、
羽
柴
筑
前
守
、
京
極
つ
ぶ
ら
へ
取
り
上
り
、
浅
井
下
野
、

同
備
前
父
子
の
間
を
取
り
切
り
、
先
ず
、
下
野
が
居
城
を
乗
つ
取
り
候
。
爰こ

こ

に
て
、

浅
井
福
寿
庵
、
腹
を
仕
り
候
。
さ
る
程
に
、
年
来

と
し
ご
ろ

目
を
懸
け
ら
れ
候
鶴
松

つ
る
ま
つ

太
夫

た

ゆ

う

と

申
し
候
て
、
舞
を
よ
く
仕
り
候
者
に
て
候
、
下
野
を
介
錯

か
い
し
ゃ
く

し
、
さ
て
其
の
後
、
鶴

松
太
夫
も
追
腹

お
い
ば
ら

仕
り
、
名
与

め

い

よ

是
非
な
き
次
第
な
り
。
羽
柴
筑
前
守
、
下
野
が
頸く

び

を

取
り
、
虎
御
前
山
へ
罷
り
上
り
、
御
目
に
懸
け
ら
れ
候
。（
以
下
略
） 

 

（
史
料
１７
）『
浅
井
三
代
記
』
第
十
八 

 
 

浅
井
下
野
守
久
政
切
腹
の
事 

去
程
に
信
長
卿
は
小
谷
の
北
方
を
取
か
へ
し
不
レ

斜
よ
ろ
こ
ひ
浅
井
は
城
を
枕
と

し
腹
を
切
へ
き
と
覚
悟
を
す
ゑ
け
る
と
見
え
た
り
（
中
略
）
軍
兵
共
塀
に
手
を
か

け
乗
込

く
ひ
た

く
と
打
入
け
れ
は
下
野
守
は
井
口
越
前
守
を
め
さ
れ
今
し

は
ら
く
雑
人
の
立
い
ら
さ
る
や
う
に
防
き
た
ひ
候
得
腹
切
へ
し
と
被
レ

仰
け
れ
は

井
口
越
前
守
赤
尾
與
四
郎
千
田
采
女
正
承
候
と
て
走
廻
防
け
る
下
野
守
は
盃
い
た

せ
福
寿
庵
と
被
レ

仰
け
れ
は
日
比
た
し
な
み
置
た
る
小
筒
を
取
出
す
久
政
盃
を
取

上
さ
せ
た
ま
ふ
所
に
森
本
村
鶴
松
太
夫
と
申
舞
ま
ふ
者
候
ひ
け
る
か
進
出
て
申
け

る
我
身
不
肖
成
者
と
は
ま
ふ
せ
と
も
御
な
さ
け
深
く
し
て
い
つ
も
御
相
伴
は
は
つ

れ
不
レ

申
候
今
何
そ
は
つ
れ
可
レ

申
候
や
と
し
や
く
に
立
け
る
久
政
盃
三
度
迄
か

た
ふ
け
福
寿
庵
に
さ
し
た
ま
へ
は
福
寿
庵
鶴
松
に
盃
を
と
ら
せ
け
る
さ
て
久
政
腹

を
切
た
ま
へ
は
福
寿
庵
介
錯
し
て
其
刀
に
て
福
寿
庵
心
元
に
指
立
れ
は
鶴
松
介
錯

を
し
て
我
等
は
同
し
座
敷
に
て
は
恐
れ
あ
り
と
て
一
段
下
の
椽
へ
飛
下
り
腹
か
き

切
て
う
せ
に
け
る
脇
坂
久
左
衛
門
も
久
政
の
御
と
も
心
か
け
て
居
た
り
け
る
に
敵

城
中
へ
乱
れ
入
を
し
は
し
防
き
て
居
た
り
け
る
か
久
政
御
自
害
を
無
二

心
元
一

お

も
ひ
内
へ
か
け
入
見
て
あ
れ
は
は
や
御
自
害
と
聞
己
も
腹
を
か
き
切
御
供
を
ま
ふ

し
け
る 

 

（
史
料
１８
）（
年
未
詳
）
十
一
月
二
十
八
日
付 

島
四
郎
左
衛
門
尉
宛 

 

鶴
松
太
夫
判
物 

 
 

尚
々
久
政
御
女
房
衆
よ
り
織
板
物
壱
端
被
遣
候
。
其
心
得
可
申
由
候
。 

其
以
来
者
不
申
入
候
。
背
本
意
存
候
。
仍
従
野
州

（
久
政
）

三
種
二
荷
被
遣
候
。
御
肴
無
之

候
得
共
、
御
案
内
之
験
迄
候
。
旁
自
是
可
申
述
候
。
恐
惶
謹
言 

 
 

十
一
月
廿
八
日 

 

鶴
松
太
夫
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 

島
四
郎
左
衛
門
尉
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
々
御
中 

 
 （

史
料
１９
）（
年
未
詳
）
三
月
二
十
七
日
付 

も
り
も
と
大
夫
中
宛 

 

羽
柴
秀
吉
判
物 

森
本
舞
々
大
夫
并
陰
陽
之
大
夫
共
之
事
、
人
夫
等
之
義
令
免
許
候
、
若
此
一
在
所

之
内
、
或
侍
衆
、
或
百
姓
等
、
雖
為
一
人
相
拘
ニ
を
い
て
ハ
、
任
請
状
之
旨
、
可

加
成
敗
者
也 

 
 

三
月
廿
七
日 

 

秀
吉
（
花
押
） 

 
 

も
り
も
と
大
夫
中 

 

（
史
料
２０
）（
年
未
詳
）
十
月
二
十
一
日
付 

森
本
村
大
夫
中
宛 

 

彦
坂
元
正
判
物 

其
伊
香
郡
森
本
舞
之
大
夫
並
陰
陽
大
夫
共
之
事
、
人
夫
等
之
儀
令
免
許
之
由
、
先

如
御
判
形
相
違
有
間
敷
候
。
只
今
次
目
之
御
朱
印
申
成
可
相
渡
候
へ
共
、
取
籠
之

時
分
候
間
、
其
内
之
為
手
形
如
此
候
。
仍
如
件
。 

 
 

十
月
廿
一
日 

 

彦
坂
小
刑
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
正
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 

森
本
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
夫
中 

 

（
史
料
２１
）『
太
閤
素
生
記
』 

 
 
 

太
閤
素
生
之
事 

一
尾
州
愛
知
郡
ノ
内
ニ
上
中
村
中
々
村
下
中
村
ト
云
在
所
ア
リ
秀
吉
ハ
中
々
村
ニ

テ
出
生 

（
中
略
） 

一
父
ハ
木
下
弥
右
衛
門
ト
云
中
々
村
ノ
人
信
長
公
ノ
親
父
信
秀
織
田
備
後
守
鉄
炮
足

軽
也
爰
カ
シ
コ
ニ
テ
働
ア
リ
就
夫
手
ヲ
負
五
體
不
レ

叶
中
々
村
へ
引
込
百
姓
ト

成
ル
太
閤
ト
瑞
龍
院
ヲ
子
ニ
持
チ
其
後
秀
吉
八
歳
ノ
時
父
弥
右
衛
門
死
去 

一
秀
吉
母
公
モ
同
国
ゴ
キ
ソ
村
ト
云
所
ニ
生
レ
テ
木
下
弥
右
衛
門
所
へ
嫁
シ
秀
吉

ト
瑞
龍
院
ト
ヲ
持
木
下
弥
右
衛
門
死
去
之
ノ
チ
後
家
ト
成
テ
二
人
ノ
子
ヲ
ハ

グ
ヽ
ミ
中
々
村
ニ
居
ル 

一
信
秀
織
田
備
後
守
家
ニ
竹
阿
弥
ト
云
同
朋
ア
リ
中
々
村
ノ
生
レ
ノ
者
ナ
リ
病
気

故
中
々
村
へ
引
込
ム
所
ノ
者
是
ヲ
幸
ニ
木
下
弥
右
衛
門
後
家
秀
吉
母
ノ
方
へ

入
ル
ヽ
其
後
男
子
一
人
女
子
一
人
秀
吉
ト
種
替
リ
ノ
子
ヲ
持
ツ
兄
男
子
秀
利
幼

名
小
竹
後
羽
柴
美
濃
守
後
大
和
大
納
言
是
也
女
子
ハ 

大
権
現
宮
へ
被
嫁
参
州
岡
崎
へ

御
輿
入
ル
三
年
過
御
死
去
右
之
段
世
間
ニ
不
レ

知
レ

之
秀
吉
ヲ
竹
阿
弥
子
ニ
テ

幼
名
ヲ
小
竹
ト
云
々
又
日
輪
母
ノ
懐
中
ヘ
入
ト
夢
ニ
見
テ
懐
人
シ
タ
ル
子
ナ

レ
ハ
ト
テ
幼
名
日
吉
丸
ト
云
説
モ
有
リ
二
名
共
ニ
不
レ

信
大
和
大
納
言
幼
時
竹

阿
弥
子
タ
ル
ニ
依
リ
テ
小
竹
ト
云
シ
ト
後
所
ノ
者
物
語
聞
之 

（
中
略
） 

一
太
閤
十
六
歳
天
文
二
十
年
辛
亥
春
中
々
村
ヲ
出
ラ
レ
父
死
去
ノ
節
猿
ニ
永
楽
一

貫
遺
物
ト
シ
テ
置
ク
此
銭
ヲ
少
シ
分
ケ
持
テ
清
洲
ヱ
行
下
々
ノ
木
綿
ヌ
ノ
コ

ヲ
ヌ
フ
大
キ
成
ル
針
ヲ
調
ヘ
懐
ニ
入
先
鳴
海
迄
来
テ
此
針
ヲ
與
テ
食
ニ
代
ル

又
針
ヲ
以
テ
草
鞋
ニ
代
ル
如
レ

此
針
ヲ
路
次
ノ
便
ト
ナ
シ
テ
遠
州
浜
松
へ
来
ラ

ル
浜
松
ノ
町
ハ
ヅ
レ
牽
馬
ノ
川
ト
云
辺
ニ
白
キ
木
綿
ノ
垢
ツ
キ
タ
ル
ヲ
著
テ

立
廻
ラ
ル 

一
其
比
遠
江
浜
松
ノ
城
守
ハ
飯
尾
豊
前
ト
云
テ
今
川
家
ノ
幕
下
ノ
者
ナ
リ
又
近
所

久
能
ト
云
所
ア
リ
松
下
加
兵
衛
ト
云
者
小
城
ノ
主
ナ
リ
是
モ
今
川
ノ
幕
下
ナ

リ
故
ニ
久
能
ヨ
リ
浜
松
ヱ
至
ル
道
ニ
テ
猿
ヲ
見
付
異
形
成
ル
者
也
猿
カ
ト
思

ヘ
ハ
人
々
カ
ト
思
ヘ
ハ
猿
ナ
リ
何
国
ヨ
リ
来
ル
何
者
ゾ
聞
ケ
ト
人
ヲ
以
テ
問

猿
カ
云
吾
ハ
尾
張
ヨ
リ
来
レ
リ
ト
又
問
幼
少
ノ
者
ノ
遠
路
何
事
ニ
テ
是
迄
来

レ
ル
ト
云
奉
公
望
ニ
テ
来
レ
ル
ト
云
立
皈
テ
加
兵
衛
ニ
此
旨
ヲ
告
ル
加
兵
衛

笑
テ
吾
ニ
奉
公
ス
ヘ
キ
カ
ト
又
聞
ク
畏
ル
由
申
夫
ヨ
リ
浜
松
ヱ
連
行
豊
前
ニ

対
シ
加
兵
衛
カ
云
道
ニ
テ
異
形
成
ル
者
ヲ
見
付
タ
リ
猿
カ
ト
見
レ
ハ
人
人
カ



ト
見
レ
ハ
猿
ナ
リ
御
覧
ア
レ
ト
テ
召
出
ス
豊
前
カ
子
共
幼
キ
娘
ナ
ト
出
テ
是

ヲ
見
ル
又
カ
タ
ハ
ラ
ノ
者
ナ
ト
是
ヲ
見
テ
笑
皮
ノ
付
タ
ル
栗
ヲ
取
出
シ
テ
與

之
口
ニ
テ
皮
ヲ
ム
キ
喰
口
本モ

ト

猿
ニ
均
シ
夫
ヨ
リ
此
方
彼
方
ト
愛
セ
ラ
レ
或
ハ

古
キ
小
袖
ヲ
得
絹
紬
ノ
衣
裳
ヲ
得
沐
浴
ナ
ト
サ
セ
袴
ナ
ト
著
ス
ル
（
以
下
略
） 

 

（
史
料
２２
）『
甲
子
夜
話
』
巻
五
十
九 

町
奉
行
与
力
某
が
持
ゐ
し
歌
舞
伎
の
願
書
あ
る
を
写
置
た
り
。
さ
し
た
る
者
な
ら

ね
ど
、
卑
業
な
が
ら
其
始
も
知
る
べ
く
、
又
当
時
賤
伎
輩
の
事
実
も
観
る
べ
け
れ

ば
、
茲
に
書
つ
く
。 

 
 

乍
レ

恐
以
二

書
付
一

奉
二

願
上
一

候 

一
、
深
川
八
名
川
町
源
助
店
、
堺
町
狂
言
座
勘
三
郎
奉
二

申
上
一

。
私
初
代
勘
三
郎

儀
、
其
生
国
尾
州
愛
知
郡
中
村
之
産
に
有
レ

之
候
処
、
乍
レ

恐
東
照
大
権
現
様
御
入

国
之
節
、
人
夫
役
被
二

仰
付
一

奉
二

御
供
一

、
夫
よ
り
御
当
地
に
住
居
仕
候
処
、
大
猷

院
様
西
御
丸
御
地
築
之
節
、
き
や
り
お
ん
ど
被
二

仰
付
一

、
尚
又
あ
た
け
丸
伊
豆
国

御
出
船
之
砌
、
御
船
歌
是
亦
被
二

仰
付
一

、
其
節
為
二

御
拝
領
一

金
之
ざ
い
、
錦
之
陳

羽
織
被
二

下
置
一

、
難
レ

有
頂
戴
仕
、
今
以
私
家
之
重
宝
と
い
た
し
、
所
持
仕
候
。

尤
も
っ
と
も

寛
永
元
甲
子
年
二
月
十
五
日
初
而
於
二

中
橋
一

御
櫓

お
や
ぐ
ら

蒙
二

御
免
一

、
男
歌
舞
伎
芝

居
興
行
被
二

仰
付
一

、
明
暦
三
酉
年
御
当
地
大
火
之
砌
、
上
京
仕
候
処
、
禁
中
様
被

レ

為
レ

召
、
猿
若
之
所
作
事
仕
、
則
為
二

御
褒
美
一

上
げ
巻
之
釼
并
明
石
名
被
レ

為
レ

付

被
二

下
置
一

、
難
レ

有
御
請
奉
り
、
右
釼
今
に
私
家
に
所
持
仕
候
。（
以
下
略
） 

 

（
史
料
２３
）『
慶
長
見
聞
書
』
五 

（
慶
長
十
九
年
）
十
二
月
八
日
、
御
着
陣
前
ニ
、
出
口
村
之
間
之
堤
を
大
坂
切
、

淀
川
を
流
し
入
、
通
路
を
留
申
候
間
、
伊
奈
筑
後

（
忠
政
）

為
奉
行
、
美
濃
衆
ニ
被
仰
付
、

此
所
を
う
め
立
申
候
、
美
濃
衆
ハ
松
平
和
泉
子

（
守
）

、
稲
葉
内
匠
、
遠
藤
但
馬
、
竹
中

丹
後
、
稲
葉
右
近
、
平
岡
牛
右
衛
門
、
妻
木
玄
蕃
、
遠
山
勘
右
衛
門
、
小
里
助
右

衛
門
、
大
嶋
等
、
高
木
等
也
、
福
島
備
後
衆
相
加
、
う
め
た
て
申
候
、 

 

（
史
料
２４
）『
譜
牒
餘
録
』
四
十
一 

慶
長
十
九
年
十
月
、
大
坂
陣
之
時
、（
松
平
）
乗
寿
応
召
而
、
二
條
御
城
に
到
り
、

美
濃
衆
稲
葉
内
匠
頭
、
遠
藤
但
馬
守
、
竹
中
丹
後
守
、
稲
葉
右
近
、
平
岡
牛
右
衛

門
、
大
嶋
一
黨
、
高
木
一
黨
、
妻
木
玄
蕃
助
、
遠
山
勘
右
衛
門
、
小
里
助
右
衛
門
、

此
等
之
組
頭
被
仰
付
之
、
御
先
手
枚
方
江
可
参
旨
依
上
意
、
赴
彼
地
也
、
着
陣
以

前
に
、
大
坂
之
兵
出
口
村
の
堤
を
堀
て
、
淀
川
之
水
を
湛
、
人
馬
之
通
路
を
塞
く
、

乗
寿
首
長
と
し
て
、
是
を
可
埋
立
旨
蒙
命
、
伊
奈
筑
後
守
奉
行
に
て
、
福
島
備
後

守
人
夫
を
差
加
、
右
之
切
渡
を
築
立
在
陣
仕
候
、 

 

（
史
料
２５
）『
三
川
記
』
十
三 

扨
京
海
道
狭
田
ノ
宮
ノ
堤
ツ
キ
立
テ
通
路
宜
カ
レ
ハ
、
城
ノ
為
ニ
ハ
要
害
ア
シ
ク

候
、
是
ヲ
切
テ
水
ヲ
落
サ
ハ
、
東
一
方
ハ
手
ア
キ
タ
ル
ベ
シ
ト
テ
、
根
来
ノ
正
徳

寺
ニ
二
百
余
騎
ヲ
添
テ
遣
シ
ケ
ル
、
大
御
所
兼
テ
ヨ
リ
、
堤
ヲ
切
事
ア
ル
ヘ
シ
ト

思
召
シ
、
美
濃
國
勢
ヲ
平
方
ヘ
遣
シ
、
堤
ヲ
守
護
セ
シ
ム
、
折
節
鉄
砲
者
二
百
計

堤
ノ
番
ニ
居
ケ
ル
カ
、
大
坂
勢
ト
寄
セ
合
セ
、
堤
カ
ケ
ヲ
土
手
ニ
ト
ツ
テ
、
鉄
砲

ヲ
打
カ
ケ
タ
リ
、
大
坂
勢
ハ
、
騎
馬
多
・
鉄
砲
少
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
打
立
ラ
レ
、
堤

ヲ
切
マ
テ
モ
ナ
ク
、
這
々
引
退
ク
處
ヲ
追
掛
、
六
七
騎
討
取
、
京
都
ヘ
注
進
ス
、

大
坂
勢
是
ニ
コ
リ
テ
ヤ
ア
リ
ケ
ン
、
此
口
ヨ
リ
一
人
モ
出
ル
者
ナ
ケ
レ
ハ
、
此
手

ノ
寄
手
ハ
心
安
ク
押
入
タ
リ
、三
方
ノ
口
ニ
テ
、大
坂
勢
一
度
モ
利
ヲ
得
サ
レ
ハ
、

行
末
ハ
カ
カ
ラ
シ
ト
危
メ
リ
、 

 

（
史
料
２６
）「
銕
醤
塵
蓋
鈔
」（『
朝
野
舊
聞
裒
稿
』
七
百
十
四
所
引
） 

大
坂
方
京
街
道
八
幡
牧
方
佐
田
ノ
宮
の
堤
を
経
て
行
路
自
由
す
、
此
堤
を
切
落
時

は
城
外
に
水
溢
れ
、
寄
事
難
成
手
立
也
、
松
平
下
総
守
、
本
多
美
濃
守
、
勢
美
之

兵
を
催
し
、
鉄
炮
二
百
挺
牧
方
に
押
寄
、
堤
の
上
に
備
ふ
、
伊
奈
半
十
郎
も
来
陣

す
、
大
坂
方
妨
之
、
伊
勢
組
の
兵
追
立
首
六
七
打
取
、
手
初
の
高
名
な
り
、 

 

（
史
料
２７
）『
三
河
物
語
』 

市
正
は
家
康
の
か
た
ん

（

加

担

）

を
申
候
へ
ば
、
市
正
を
御
成
敗
あ
れ
と
申
に
付
而
、
市
正

は
す
ゐ
た

（

吹

田

）

へ
引
除ノ

ケ

け
る
。
さ
て
は
む
ほ
ん
に
お
ゐ
て
う
た
が
ひ
な
し
と
て
、
東
は

出
羽
・
奥
州
・
関
東
八
ヶ
国
・
東
海
道
・
五
畿
内
、
西
は
中
国
・
四
国
・
九
国
、

北
は
加
賀
・
越
前
・
能
登
・
越
中
・
越
後
、
日
本
に
無
二
残
所
一
大
坂
へ
押
寄
け

る
処
に
、
大
坂
寄
は
河
内
・
摂
津
国
の
堤

ツ
ヽ
ミ

を
き
り
て
、
水
を
は
ゞ
ま
せ
、
道
を
あ

し
く
し
た
り
け
れ
ば
、
家
康
・
秀
忠
御
親
子
様
は
都
を
御
出
馬
あ
つ
て
、
諸
せ
い

は
奈
良

ナ

ラ

口
を
法
隆

ハ
ウ
リ
ウ

寺
・
道
明

ト
ウ
メ
ウ

寺
・
平
野
へ
出
さ
せ
給
ひ
て
、
相
国
様

（

家

康

）

は
す
み

（

住

）

吉
に

御
陣
の
取
せ
給
ふ
。
大
将
軍
様

（

秀

忠

）

は
平
野
に
御
陣
を
取
せ
給
ひ
て
、
岡
山
へ
御
陣
を

取
よ
せ
給
へ
ば
、
相
国
様
は
住
吉
よ
り
天
王
寺
へ
御
陣
の
よ
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
茶チ

ャ

う
す

（

磨

）

山
に
御
陣
の
取
せ
給
へ
ば
、
諸
勢
い
は
城
を
取
ま
く
。 

 

（
史
料
２８
）『
駿
府
記
』
慶
長
十
九
年
十
一
月
十
九
日
条 

十
一
月
十
九
日
、
巳
刻
幕
下
、
於
大
御
所
御
陣
所
住
吉
渡
御
、
御
対
面
、
大
坂
絵

図
本
多
佐
渡
守
、
同
上
野
介
、
藤
堂
和
泉
守
、
安
藤
帯
刀
、
成
瀬
隼
人

（
正
成
）

召
御
前
、

御
評
諚
移
刻
、
兎
角
於
淀
川
鳥
養
邊
、
摂
津
地
切
落
、
其
上
堰
留
之
、
可
然
之
由

被
仰
付
、
其
上
天
満
口
、
千
波
口
、
天
王
寺
口
、
自
四
方
一
度
ニ
可
攻
由
評
定
相

究
、
土
俵
萱
芦
可
取
由
被
仰
付
、
土
俵
二
十
万
、
二
箇
國
早
速
可
出
之
旨
被
宛
、

幕
府
御
相
伴
、
大
御
所
被
召
上
御
膳
、 

 

（
史
料
２９
）『
大
坂
冬
陣
記
』 

十
一
月
十
九
日
、
将
軍
家
渡
御
住
吉
、
本
多
佐
渡
守
、
酒
井
雅
楽
助
、
土
井
大
炊

助
、
安
藤
対
馬
守
、
伊
井

（
マ
ヽ
）

掃
部
被
下
為
御
供
、
両
御
所
御
談
合
、
申
刻
還
御
平
野
、 

二
十
五
日
、
為
築
鳥
飼
堤
、
課
諸
大
名
、
採
蘆
荻
、
此
堤
築
断
、
則
天
満
河
皆
竭

云
云
、 

 

（
史
料
３０
）『
大
坂
御
陣
覚
書
』
上 

十
一
月
廿
五
日
、
伊
奈
備
前

（
筑
後
守
忠
政
）

に
被
仰
付
、
芦
荻
を
刈
集
、
春
日
井
堤
を
築
切
、
水

を
中
津
川
へ
落
、
天
満
川
を
干
可
申
之
旨
被
仰
付
候
、 

 

（
史
料
３１
）『
武
徳
編
年
集
成
』
七
十 

十
一
月
十
八
日
、
井
伊
、
藤
堂
、
越
前
ノ
猛
勢
、
天
王
寺
表
敵
城
之
黒
門
ニ
迫
リ
、

其
餘
モ
惣
構
ヲ
去
ル
コ
ト
数
町
ニ
過
ス
、
惣
攻
ア
リ
テ
、
外
郭
ヲ
ヤ
フ
リ
玉
フ
ヘ

キ
ニ
決
シ
、
天
満
川
仙
波
筋
ノ
川
水
ヲ
乾
シ
、
歩
渡
リ
ニ
セ
ン
為
ニ
、
淀
川
ノ
流

レ
ヲ
、
新
庄
村
ヨ
リ
鳥
飼
ノ
邊
ヘ
堀
通
シ
、
新
庄
ノ
端
ニ
テ
、
北
中
ノ
島
ノ
間
ナ

ル
川
口
ヲ
堰
留
、淀
川
ノ
流
レ
ヲ
北
ヘ
落
シ
テ
、天
満
川
今
橋
筋
ノ
川
水
乾
カ
ハ
、

土
俵
蘆
茅
ヲ
ナ
ケ
入
、
歩
渉
リ
ニ
シ
テ
、
惣
郭
ヲ
攻
破
ル
ヘ
シ
ト
テ
、
摂
河
両
国

ヨ
リ
、
土
俵
数
十
萬
餘
、
蘆
茅
ノ
類
悉
ク
運
送
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
觸
促
シ
玉
フ
、 

 

（
史
料
３２
）『
続
武
家
閑
談
』
十
五 



仰
に
依
て
、
藤
田
能
登
守
申
上
候
は
、
淀
川
を
切
違
へ
、
神
崎
川
、
中
津
川
へ
落

し
、
其
川
下
に
乱
杭
を
ふ
り
、
土
俵
木
石
を
も
つ
て
水
を
せ
き
候
ハ
ゝ
、
天
満
川

浅
く
成
て
、
味
か
た
仕
寄
自
由
成
へ
し
と
申
上
、
依
之
伊
奈
筑
後
守
に
命
せ
ら
れ

ぬ
、 

 

（
史
料
３３
）
慶
長
二
十
年
二
月
十
七
日
付 

大
野
治
長
宛 

 

 
 
 
 
 
 
 

大
道
村
惣
右
衛
門
等
中
島
中
連
署
訴
状
写 

今
度
大
坂
へ
籠
城
不
仕
、
け
つ
く
敵
方
へ
参
忠
節
仕 

秀
頼
様
へ
曲
事
仕
候
条
々 

一
、
大
道
村
太
郎
左
衛
門
ハ
松
平
周
防
殿
へ
参
候
て
、
中
嶋
之
絵
図
を
仕
、
方
々

へ
上
申
、
其
上
中
嶋
へ
之
案
内
者
を
仕
、
よ
せ
衆
ニ
河
之
瀬
を
お
し
へ
申
引
こ

ミ
仕
候
、
其
忠
節
仕
候
故
ニ
中
嶋
中
ニ
太
郎
左
衛
門
家
一
間
迄
残
り
申
事
其
か

く
れ
無
御
座
候
事 

一
、
国
嶋
之
う
右
衛
門
ハ
日
比
野
半
右
衛
門
ニ
馬
を
出
し
、
其
上
有
馬
玄
蕃
殿
へ

参
申
候
事 

一
、
福
嶋
村
之
藤
次
郎
右
衛
門
・
善
右
衛
門
・
助
右
衛
門
ハ
大
坂
よ
り
銀
子
・
鉄

鉋
を
取
申
候
而
走
申
候
事 

一
、
佃
田
村
之
孫
右
衛
門
ハ
日
比
野
半
右
衛
門
・
河
路
五
兵
衛
両
人
之
荷
物
を
預

り
申
候
、
又
市
正
殿
御
の
き
候
時
も
舟
共
馳
走
仕
候
、
又
市
正
殿
衆
を
こ
ろ
し

申
候
時
も
つ
く
田
村
之
者
共
ニ
、
い
で
申
候
ハ
ゝ
曲
事
と
申
付
候
事 

一
、
本
庄
村
之
市
兵
衛
ハ
大
坂
よ
り
銀
子
鉄
鉋
を
取
申
候
て
は
し
り
申
候
事 

右
七
人
之
庄
屋
と
も
対 

秀
頼
様
江
重
々
段
々
曲
事
を
仕
候
間
、
中
々
在
所
へ
な

を
し
申
間
敷
候
、
我
等
ニ
庄
や
被
仰
付
、
あ
と
し
き
可
被
下
候
、
若
七
人
の
も
の

と
も
を
在
所
へ
御
な
を
し
被
成
候
は
、
我
等
ハ
在
所
へ
な
を
り
申
間
敷
候
、
此
由 

 

殿
様
へ
被
仰
上
候
而
可
被
下
候
、
為
其
如
此
申
上
候
、
以
上 

 

慶
長
廿
年 

 
 
 
 
 
 
 

大
道
村
ノ 

 

惣
右
衛
門 

 
 

二
月
十
七
日 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

源
右
衛
門 

同 
 
 
 
 

忠
左
衛
門 

 
 

し
ゆ
く
村 

 

市
右
衛
門 

 
 

同 
 
 
 
 

与
左
衛
門 

 
 

同 
 
 
 
 

藤
右
衛
門 

 
 

国
嶋
ノ 

 
 

大
郎
右
衛
門 

 

同 
 
 
 
 

宗
右
衛
門 

 
 

橋
寺
村
ノ 

 

与
兵
衛 

 
 
 

天
王
寺
庄
ノ 

三
郎
左
衛
門 

 

同 
 
 
 
 

藤
右
衛
門 

 
 

同 
 
 
 
 

宗
左
衛
門 

 
 

同 
 
 
 
 

市
介 

 
 
 
 

三
番
村
ノ 

 

助
一 

 
 
 
 

同 
 
 
 
 

二
郎
左
衛
門 

 

同 
 
 
 
 

甚
太
郎 

 
 
 

同 
 
 
 
 

宗
助 

 
 
 
 

同 
 
 
 
 

惣
兵
衛 
 
 
 

福
嶋
村
ノ 

 

道
場
坊
主 

 
 

同 
 
 
 
 

久
左
衛
門 

 
 

本
庄
村
ノ 
 

甚
兵
衛 

 
 
 

同 
 
 
 
 

弥
左
衛
門 

 
 

つ
く
田
村 

 

長
三
郎 

 
 
 

大
野
修
理
様 

 

（
史
料
３４
）（
慶
長
二
十
年
）
中
島
太
郎
左
衛
門
訴
状
写 

（
端
裏
）「
中
嶋
之
太
郎
左
衛
門
」 

乍
恐
言
上
仕
候 

 

中
嶋
之
内
大
道
村
宗
右
衛
門
曲
事
仕
候
條
々 

一
、
去
年
大
坂
御
む
ほ
ん
ニ
付
て
、
と
か
く
京
・
八
幡
へ
立
の
き
可
申
と
彼
宗
右

衛
門
と
色
々
談
合
相
究
申
、
則
去
年
十
月
ニ
同
心
仕
立
の
き
申
候
処
ニ
、
江
口

ノ
わ
た
り
ニ
て
宗
右
衛
門
申
候
ハ
、
と
か
く
大
坂
へ
籠
城
可
仕
と
俄
ニ
談
合
を

ち
か
へ
申
候
間
、
我
等
莵
角
之
返
答
不
仕
、
い
つ
れ
ニ
も
め
ん
〱
分
別
次
第
と

申
、
我
等
ハ
其
ま
ゝ
舟
ニ
乗
申
、
則 

上
様
御
知
行
之
内
宗
内
近
所
迄
其
夜
ニ

罷
の
き
申
候
、
然
ハ
宗
右
衛
門
ハ
返
付
、
あ
く
る
日
大
野
修
理
殿
へ
参
候
て
、

太
郎
左
衛
門
こ
そ
曲
事
を
仕
、
敵
地
へ
走
こ
ミ
申
候
間
、
太
郎
左
衛
門
跡
職
被

下
候
ハ
ゝ
、
一
か
と
精
を
出
し
、
丁
場
を
も
相
抱
可
申
之
由
大
野
修
理
殿
へ
慥

ニ
請
相
仕
、
則
拙
子
跡
職
を
申
請
、
道
具
以
下
迄
不
残
宗
右
衛
門
取
申
候
御
事 

一
、
我
等
召
連
候
て
立
の
き
申
候
百
姓
を
、
江
口
之
わ
た
り
に
て
中
々
の
か
せ
申

間
敷
と
て
き
り
申
候
を
、
に
け
延
申
候
へ
ハ
後
よ
り
な
ぐ
り
申
候
て
、
足
之
こ

ふ
ら
を
よ
こ
様
ニ
き
り
申
候
、
是
も
宗
右
衛
門
申
付
候
て
可
仕
候 

一
、宗
右
衛
門
籠
城
に
て
大
将
仕
候
故
、御
ほ
う
び
と
し
て
銀
子
五
百
目
取
申
候
、

又
な
か
し
の
金
子
も
壱
枚
取
申
候 

一
、
我
等
舟
を
一
艘
取
申
候
て
、
于
今
戻
不
申
候 

一
、
去
年
十
二
月
ニ
大
坂
御
和
談
と
被 

仰
出
候
ニ
、
当
年
三
月
四
日
迄
大
坂
ニ

詰
申
、
終
ニ
我
等
を
在
所
へ
な
を
し
不
申
候
、
其
上
宗
右
衛
門
、
森
口
屋
又
兵

衛
を
頼
、
我
等
事
を
両
度
ま
て
秀
頼
様
御の

前
に
て
さ
ゝ
へ
申
候
故
、
弥
拙
子
曲

事
と
被
仰
出
候
事 

 
 

以
上 

 

次
申
上
候
、
立
の
き
申
候
百
姓
ニ
も
先
在
所
へ
な
を
り
候
へ
と
大
野
修
理
殿
よ

り
御
申
付
候
ニ
付
て
、
又
〱
宗
右
衛
門
い
た
つ
ら
を
仕
候
御
事 

一
、
太
郎
左
衛
門
毎
年
小
百
姓
手
前
ニ
御
未
進
米
仕
候
を
、
我
等
米
を
か
し
申
、

公
儀
へ
相
済
申
候

御
皆
済
仕
候

、
然
ハ
此
か
し
米
を
一
粒
一
銭
な
さ
せ
申
間
敷
と
小
百
姓

ニ
申
き
か
せ
、
此
上
ハ
太
郎
左
衛
門
縦
公
儀
よ
り
在
所
へ
な
を
り
申
候
共
一
人

も
出
入
仕
な
と
堅
申
付
候
、
然
処
ニ
拙
子
少
々
間
在
所
へ
な
へ
を
仕
付
ニ
参
候

へ
共
、
小
百
姓
右
之
申
合
に
て
一
人
も
我
等
所
へ
参
不
申
候
、
其
上
我
等
作
り

置
申
候
麦
を
も
宗
右
衛
門
う
し
・
馬
ニ
皆
々
く
わ
せ
申
候 

一
、
我
等
田
地
先
年
よ
り
小
百
姓
共
ニ
下
作
ニ
預
ケ
置

あ

て

申
候
を
、
此
下
作
を
作
り

申
候
へ
ハ
太
郎
左
衛
門
所
へ
出
入
仕
候
間
小
百
姓
ニ
壱
ケ
所
も
作
り
申
な
と

申
付
、
い
ま
ニ
荒
シ
置
申
候
、
よ
の
百
姓
作
り
可
申
と
申
候
も
、
宗
右
衛
門
お

さ
へ
申
候
て
つ
く
ら
せ
不
申
候
、
か
様
の
い
た
づ
ら
仕
候
、
然
ハ

御
年
貢
米
ハ
態

わ

さ

と

た

く

ミ

申

候

て

不
作
仕
候
間
、
御
年
貢
米
ハ
い
つ
も
の
こ
と
く
ニ
取
可
申
由
主

〱
ニ
堅
申
渡
し
置
申
候
、
誠
以
大
事
之
御
田
地
を
宗
右
衛
門
一
人
の
わ
ざ
に
て

荒
さ
せ
申
候
事
曲
事
と
□
御
事

仕

候

御

事 

一
、我
等
抱
之
葭
嶋
へ
葭
を
か
り
ニ
遣
申
候
へ
ハ
、宗
右
衛
門
義
我
等
も
の
を
散
々

ニ
ち
や
う
ち
や
く
仕
候
、
そ
れ
の
ミ
な
ら
す
舟
ま
て
惣
右
衛
門
う
ち
わ
り
申
候 

一
、
最
前
上
申
候
大
野
修
理
殿
へ
の
目
安
之
く
わ
た
て
も
、
彼
宗
右
衛
門
大
坂
ニ

宿
を
か
り
、
惣
中
之
百
姓
を
よ
ひ
ま
わ
し
、
則
宗
右
衛
門
所
ニ
て
こ
と
〱
く
連

判
さ
せ
申
候
、
残
る
百
姓
ハ
早
々
在
所
へ
立
か
へ
り
、
耕
作
之
用
意
仕
候
ニ
、

彼
目
安
を
上
申
候
も
の
共
ハ
三
月
四
月
ま
て
大
坂
ニ
詰
申
立
の
き
申
候
、
我
々

七
人
の
庄
屋
を
き
ら
い
申
候
御
事 



右
申
上
こ
と
く
宗
右
衛
門
と
申
も
の
義
、
事
□
申
候
、
と
し
罷
よ
り
、
殊
隠
居
之

身
と
し
て
万
事
ニ
付
て
い
た
づ
ら
の
大
将
仕
候
ニ
よ
り
、
最
前
も
言
上
仕
候
立
の

き
申
候
中
嶋
之
庄
屋
七
人
き
ら
い
も
の
ニ
成
申
候
内
六
人
ハ
は
や
其
あ
い
て
〱
を

お
い
は
ら
い
、
又
ハ
存
分
ニ
仕
候
、
左
様
ニ
御
座
候
へ
ハ
我
等
一
人
ま
て
存
分
ニ

も
不
仕
候
、
彼
惣
右
衛
門
色
々
曲
事
共
仕
候
間
、
御
成
敗
も
可
被
成
と
奉
存
申
上

候
キ
、
右
申
上
通
乍
憚
被
上
聞
召
、
い
か
様
に
も
被
仰
付
候
て
被
下
候
ハ
ゝ
、
誠

以
有
難
可
奉
存
候
、
立
の
き
申
候
百
姓
ハ
此 

御
代
を
相
待
申
候
て
お
り
申
候
ニ

付
て
、
か
様
ニ
乍
恐
御
な
け
き
申
上
候
、
以
上 

 

（
史
料
３５
）（
慶
長
二
十
年
）
五
月
十
五
日
付 
安
藤
重
信
宛 

 
 

酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
連
署
状 

 

 

以
上 

急
度
申
入
候
、
仍
而
南
中
嶋
・
北
中
嶋
之
庄
や
卯
兵
衛
・
大
郎
左
衛
門
去
年
御
取

合
之
時
分
よ
り
彼
地
を
た
ち
の
き
御
味
方
地
ニ
罷
在
候
、
早
々
罷
帰
候
而
百
姓
を

も
有
付
申
度
由
申
候
間
、
右
通
可
被
仰
付
候
、
委
曲
両
人
之
者
口
上
ニ
可
申
入
候

間
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言 

 
 

五
月
十
五
日 

 
 
 
 
 

土
井
大
炊
助 

利
勝
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
雅
楽
頭 

忠
世
（
花
押
） 

安
藤
対
馬
守
殿 

 
 
 
 
 
 

人
々
御
中 

 

（
史
料
３６
）（
慶
長
二
十
年
）
七
月
十
日
付 

本
多
正
信
宛 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
平
康
重
書
状 

（
端
裏
書
）「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
周
防 

 
 
 
 
 
 

〆 
 
 
 

本
多
佐
渡
守
様 

 
 
 

康
重 

」 

一
書
令
啓
上
候
、
仍
中
嶋
之
太
郎
左
衛
門
此
中
散
々
相
煩
申
ニ
付
而
、
御
見
廻
も

不
申
上
由
申
候
、
然
者
彼
者
御
忠
節
申
上
も
の
ゝ
儀
ニ
御
座
候
間
、
少
理
を
御
付

被
成
候
様
ニ
奉
任
存
候
、
様
子
之
儀
者
大
郎
左
衛
門
口
上
ニ
可
申
上
候
、
尚
面
上

ニ
可
得
貴
意
候
、
恐
惶
謹
言 

 
 

七
月
十
日 

 

康
重
（
花
押
） 

 

（
史
料
３７
）（
年
未
詳
）
九
月
十
七
日
付 

稲
葉
紀
通
宛 

 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
忠
行
書
状
写 

 
 

猶
々
、
万
事
可
然
様
ニ
頼
存
候
、
以
上 

未
申
通
候
へ
共
一
書
申
入
候
、
然
者
中
嶋
太
郎
左
衛
門
尉
儀
、
雅
楽
頭
所
へ
も
、

拙
者
所
へ
も
切
々
出
入
仕
、
別
而
懸
目
候
者
之
儀
候
条
、
万
事
之
儀
奉
頼
候
、
恐
々

謹
言 

 
 

九
月
十
七
日 

 

酒
井
阿
波
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
行 

稲
葉
淡
路
様 

 
 
 
 

人
々
御
中 

 

（
史
料
３８
）（
年
未
詳
）
十
月
一
日
付 

酒
井
忠
行
宛 

 
 
 
 
 
 
 
 

稲
葉
紀
通
書
状 

 
 

猶
々
、
御
状
之
通
相
心
得
存
候
、
以
上 

貴
札
忝
存
候
、
仍
中
島
村
太
郎
左
衛
門
尉
義
被
仰
下
候
、
得
其
意
存
候
間
可
御
心

安
候
、
何
様
期
面
上
之
時
候
、
恐
々
謹
言 

 
 

十
月
朔
日 

 

稲
葉
淡
路
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
（
花
押
） 

酒
井
阿
波
守
様 

 
 
 
 
 
 

御
報 
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